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編集後記

　招へい外国人研究者のオギュスタン・ベルク先
生が、2018年度のコスモス国際賞を受賞された。
11月には盛大な授賞式典が開かれ、講演や取材依
頼が相次いだ。喜ばしいことだが、ベルク先生は
忙しくてすこし不満なようだ。「勉強ができませ
ん。私は地球研に研究に来たのです」。
　所員なら、Room 9の窓際の席で朝から晩まで
机に向かっているベルク先生の姿を見かけたこ
とがあるだろう。文字どおり一心不乱。声をかけ
てもしばらく気がつかないこともある。いっぽ
う、東北の世界農業遺産地域や、ベルク先生が50
年近く前に最初にフィールド調査を行なった北
海道にお連れしたときには、寸暇を惜しんで人と
会い、小さな手帳にことこまかく記録を残してい
た。もしかしたら本質的には書斎ではなくフィー
ルドの人なのかな、と思う。
「私には、時間がないのです」。時間は、そう、だれ
も限られている。急がなければならないことがだ
れにでもある。風土論を基盤とした持続可能な農
業の可能性を探ることが現在のテーマ。地球研は
だれでも「さん」つけで呼びあうのが決まりだが、
学ぶことは多く、やはり「ベルク先生」と呼びた
くなる。「また地球研の仲間に入れてもらえます
か」。1月7日に、4か月の滞在を終えて帰国される。

（阿部健一）
バックナンバーは   http://www.chikyu.ac.jp/
publicity/publications/newsletter/
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撮影：2017年3月
ブータン王国　ガサ県　ゴンシャリ区　シャリ村

肥料作り
小林 舞（プロジェクト研究員）

　ブータンは国民の7割が農村に暮らし、な
んらかのかたちで農業に携わっている。ヒ
マラヤ山脈のふもとにあるため、生態系の
多様性が高い国で、地域差はあるものの、伝
統的には周辺の森林の落ち葉で堆肥をつ
くっている。この写真は、ガサ県シャリ村で、
各家庭が代々管理している「ソクシン」と
呼ばれる森から落ち葉を運ぶようすだ。落
ち葉は、乾季である11月から3月のあいだ
に集められる。「ソクシン」は村の住民で
管理する共有林である地域も多く、村で落
ち葉集めの日を決めて一斉に集めに行く。
シャリ村の落ち葉集めはたいてい女性の仕
事で、木の枝でかき集めた背丈ほどある落
ち葉の山を背負って持ち帰る。それを1日

3回くらいくり返し、家畜小屋の近くに置い
て少しずつ家畜小屋に敷き、糞尿と混じり
合って発酵してから畑に鋤き込む。
　写真を撮ったのは、調査でお世話になっ
ているブータン王立大学自然資源大学 

（College of Natural Resources, Royal 

University of Bhutan）の学生ソナム・フン
ツォ君。ソナム君の同意を得て地球研のコ
ンテストに応募したところ、大賞に選ばれ
た。写っている女性はキンレーさんという
方で、ソナム君から口頭で説明し掲載許可を
お願いしてもらったら、とても喜んでくれた。
　ちなみに、ソナム君が受け取ったコンテ
ストの賞金は、全額彼女の家族に寄付され
たという。
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